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◎
中
井
町
課
設
置
条
例

　

町
政
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
推

進
し
、
直
面
す
る
行
政
課
題
に
対
し

て
、
よ
り
柔
軟
で
相
補
的
な
組
織
体

制
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
に
行
政
組

織
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。（
令
和

６
年
４
月
１
日
よ
り
）

⑴　

政
策
立
案
・
推
進
機
能
の
強
化

　

財
政
計
画
及
び
財
政
運
営
事
務

を
企
画
課
の
所
掌
と
し
ま
す
。

⑵　

環
境
施
策
と
産
業
・
農
政
等
と

の
連
携
強
化

　

環
境
施
策
を
産
業
振
興
課
の
所

掌
と
し
、
課
の
名
称
を
産
業
振
興

課
か
ら
産
業
環
境
課
に
、
環
境
上

下
水
道
課
か
ら
上
下
水
道
課
に
そ

れ
ぞ
れ
変
更
し
ま
す
。

◎
中
井
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
の
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
用
い
た
方
法
に
加
え
、

電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◎
中
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、

町
民
税
個
人
均
等
割
で
の
国
外
居
住

親
族
の
取
扱
い
の
見
直
し
及
び
森
林

環
境
税
の
新
た
な
賦
課
徴
収
の
実
施

並
び
に
軽
自
動
車
税
種
別
割
に
係
る

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長
等
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◎
中
井
町
地
域
集
会
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

中
村
下
会
館
は
、
老
朽
化
の
進
行

や
現
在
の
耐
震
性
を
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
井
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
等
に
基
づ
き
令

和
５
年
度
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
す
。

　
　

中
村
下
会
館
の
解
体
後
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
町
と
し
て
方
向
性
が

出
て
い
な
い
が
。

　
　

現
在
、
新
た
な
方
向
性
は
持
っ

て
い
な
い
が
、
町
民
の
皆
様
と
改
め

て
育
て
て
い
く
。
２
月
中
に
中
村
下

会
館
で
、
移
動
町
長
室
と
し
て
地
域

の
声
を
お
聴
き
す
る
。

　
　

中
村
下
会
館
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

投
票
所
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

　
　

投
票
所
に
関
し
て
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
の
指
定
事
項
だ
が
、
第
１
、

第
４
投
票
区
を
合
区
し
、
役
場
庁
舎

で
行
う
方
向
で
調
整
中
。
交
通
の
面

で
不
便
な
部
分
も
あ
る
が
、
駐
車
場

や
設
備
面
等
で
改
善
が
図
ら
れ
る
面

も
あ
る
。
最
終
的
に
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
決
定
事
項
。

◎
中
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
出
産
す
る

被
保
険
者
に
係
る
産
前
産
後
期
間
相

当
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
を
減
額
す
る
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　

２
４
５
４
万
９
千
円
の
増
額

　

総
額
44
億
８
５
１
６
万
９
千
円

　

歳
出
で
は
、
主
な
内
容
と
し
て
、

総
務
費
で
、
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
等

の
改
修
に
伴
う
電
算
処
理
委
託
料
及

び
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
審
査
支

払
等
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
伴
う
神
奈

川
県
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
事
業

組
合
負
担
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
で
は
、
利
用
の
増
加
に
伴

い
地
域
生
活
支
援
事
業
に
係
る
経
費

を
増
額
し
た
ほ
か
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
消
防
設
備
増
設
に
係
る
経
費

に
加
え
、
介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
の
介
護
保
険

特
別
会
計
繰
出
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
、
対
象
者
の
増
加
に

伴
い
養
育
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
人

間
ド
ッ
グ
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
肥
料
や
飼

料
、
農
薬
、
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
に

よ
り
負
担
が
増
大
し
て
い
る
農
業
者

に
対
象
を
拡
大
し
て
支
援
す
る
た
め
、

臨
時
営
農
支
援
事
業
に
係
る
費
用
を

増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、
点
検
に
よ

り
早
期
の
対
策
が
必
要
と
判
定
さ
れ

た
岩
倉
隧
道
の
調
査
・
補
修
設
計
に

係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
地
域
通
貨
の
印
刷

に
係
る
経
費
や
里
都
ま
ち
交
流
拠
点

の
電
気
料
を
増
額
し
た
ほ
か
、
土
木

費
で
は
、
中
井
中
央
公
園
野
球
場
の

空
調
設
備
の
改
修
に
係
る
経
費
を
、

消
防
費
で
は
、
消
防
団
詰
所
の
雨
漏

り
に
よ
る
室
内
の
修
繕
に
係
る
経
費

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
中
村
小
学
校
の
漏

水
に
伴
い
水
道
料
及
び
下
水
道
使
用

料
を
増
額
し
た
ほ
か
、
俳
句
小
屋
屋

12　月定例会
12月5日～8日

一般質問7名　9　問

条 例 制 定　1　件

条 例 改 正　4　件

補 正 予 算　2　件

主な審議内容

条
例
制
定

条
例
改
正

補
正
予
算

問 問答答
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根
の
修
繕
に
係
る
経
費
を
計
上
し

ま
し
た
。
ま
た
、
雨
漏
り
に
伴
い

井
ノ
口
公
民
館
の
内
装
補
修
工
事

等
に
係
る
関
係
経
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

歳
入
で
は
、
国
・
県
支
出
金
で
、

歳
出
の
補
正
と
あ
わ
せ
て
、
戸
籍

住
民
基
本
台
帳
費
補
助
金
、
未
熟

児
等
養
育
費
負
担
金
、
保
育
所
等

紙
お
む
つ
処
分
事
業
費
補
助
金
を
、

雑
入
で
は
、
な
か
い
こ
ど
も
園
に

お
け
る
管
外
園
児
受
託
料
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正
に
伴

い
、
前
年
度
繰
越
金
を
増
額
す
る

こ
と
で
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し

た
。

　
　

臨
時
営
農
継
続
支
援
金
は
、

前
回
と
比
べ
る
と
、間
口
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
前
回
と
比
べ
て
ど
の

程
度
増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
　

前
回
申
請
件
数
は
33
戸
、
２

１
４
万
だ
っ
た
が
、
今
回
の
想
定

は
１
６
３
戸
、
１
２
０
０
万
円
程

度
。
減
価
償
却
等
が
含
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
半
分
の
６
１
４

万
を
計
上
し
た
。

　
　

岩
倉
隧
道
は
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
部
分
に
問
題
が
あ
っ
て
、

ど
う
い
う
危
険
性
が
あ
る
の
か
。

　
　

打
音
検
査
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
浮
き
が
発
見
さ
れ
、
落
下
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
詳
細
調
査

を
行
い
、
補
修
方
法
を
検
討
す
る
。

　
　

工
事
は
い
つ
頃
で
、
そ
れ
ま

で
の
安
全
性
は
。

　
　

す
ぐ
に
で
は
な
い
が
、
将
来

的
に
下
を
通
行
す
る
人
や
車
両
に

影
響
が
あ
る
。
早
急
に
対
応
策
を

検
討
し
て
、
来
年
度
予
算
で
補
修

を
行
い
た
い
。

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

93
万
４
千
円
の
追
加

　

総
額
９
憶
３
７
９
５
万
５
千
円

　

歳
出
で
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
の
制
度
改
正
に
向
け
た
シ
ス
テ

ム
改
修
に
よ
る
町
村
情
報
シ
ス
テ

ム
共
同
事
業
組
合
負
担
金
、
足
柄

上
地
区
認
定
審
査
会
負
担
金
等
の

追
加
計
上
を
行
い
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

シ
ス
テ
ム
等
の
改
修
に
係
る
国
庫

補
助
金
と
一
般
会
計
繰
入
金
の
追

加
計
上
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図

り
ま
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

５
０
６
２
万
７
千
円
の
増
額

　

総
額
45
億
３
５
７
９
万
６
千
円

　

歳
出
で
は
、
今
般
の
物
価
高
騰

の
負
担
感
が
大
き
い
低
所
得
世
帯

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
向
け
給
付
金
の
追

加
支
給
に
係
る
補
助
金
及
び
事
務

費
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
歳
出
の
補
正
と
あ

わ
せ
て
、
国
庫
補
助
金
で
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　

臨
時
給
付
金
の
支
給
は
、
年

初
か
年
度
内
か
。

　
　

議
決
後
、
電
算
の
シ
ス
テ
ム

自
体
の
リ
リ
ー
ス
が
１
月
末
。
２

月
中
旬
に
通
知
を
発
送
。
支
給
に

つ
い
て
は
３
月
初
旬
の
予
定
。

問答

問答 問答

問答

審議した議案等と審議結果審議した議案等と審議結果令和５年第４回定例会

提
出
者

尾
尻
孝
和

加
藤
久
美

井
上
泰
弘

多
田
　
勲

古
宮
祐
二

石
渡
正
次

審
議
結
果

議
決
日議　案　名

議　員　名 岸
　
光
男

相
原
晃
一

関
野
達
夫

武
井
一
紀

町長

町長

町長

町長

町長

町長

町長

町長

曽
我
尚
人

※森丈嘉議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対を表しています。

中井町課設置条例 12/8 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決 ○ ○○

中井町印鑑条例の一部を改正する条例 12/8 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決 ○ ○○

中井町税条例の一部を改正する条例 12/8 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決 ○ ○○

中井町地域集会施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例 12/8 ● ● ○● ● ● ● ●否決 ● ○○

中井町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 12/8 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決 ○ ○○

令和５年度中井町一般会計補正予算（第６号） 12/6 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決 ○ ○○

令和５年度中井町介護保険特別会計補正予算（第３号） 12/6 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決 ○ ○○

令和５年度中井町一般会計補正予算（第７号） 12/8 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決 ○ ○○
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✷

　

「
公
の
施
設
」
の
概
念
は
条
文

上
「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目

的
を
も
つ
て
そ
の
利
用
に
供
す
る

た
め
の
施
設
」
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
提
出
さ
れ
た
条
例
改
正

案
は
、
第
２
条
に
あ
る
「
中
村
下

会
館
」
の
項
を
削
る
こ
と
に
よ
り
、

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
、
中

村
下
会
館
を
取
り
壊
す
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　

中
村
下
会
館
は
建
設
か
ら
45
年

が
経
ち
、
45
年
も
の
間
、
地
域
で

利
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
当
た
り

前
に
あ
る
慣
れ
親
し
ん
だ
公
共
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
館
と
は
違
い
、
居
住
区

域
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
気
軽
に

活
用
で
き
る
公
共
施
設
の
役
割
は
、

思
い
の
ほ
か
多
く
あ
る
の
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
村
下
会

館
、
井
ノ
口
上
会
館
で
行
な
っ
て

い
る
「
な
か
ま
る
サ
ロ
ン
事
業
」

で
は
、
高
齢
者
が
身
近
な
地
域
で

気
軽
に
通
う
こ
と
の
で
き
る
憩
い

の
場
の
確
保
に
努
め
令
和
４
年
か

ら
は
事
業
を
拡
大
し
年
間
延
べ
１

０
０
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。 　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の

場
や
、
書
道
や
絵
画
な
ど
学
び
の

場
に
も
な
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
大
切
に
す
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
人
々
が
寄
り
所
と
す

る
居
場
所
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

昨
今
、
人
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、

そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
の
は

難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
が
す
べ
き
努
力
は
、
設

置
目
的
で
あ
る
「
住
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
目
的
を
も
つ
て
そ
の
利

用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
」
の
た

め
の
町
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設

と
す
る
こ
と
で
す
。

　

地
域
集
会
施
設
の
廃
止
が
、
将

来
的
な
町
の
経
費
削
減
が
目
的
な

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
町
民
の
暮

ら
し
や
生
活
に
寄
り
添
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
義
務
の
怠
り

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
保

証
が
さ
れ
て
い
な
い
、
町
民
に
示

さ
れ
て
い
な
い
口
約
束
の
様
な
状

況
で
何
の
信
頼
が
得
ら
れ
ま
し
ょ

う
。
町
民
へ
の
説
明
は
足
り
て
い

ま
せ
ん
、
あ
ま
り
に
も
一
方
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
条
例
案
に
対
し
反

対
と
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
一
般
質
問

し
ま
し
た
が
、
町
は
中
村
下
会
館

閉
鎖
・
解
体
後
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
の
検
討
を
全
く
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
町
か
ら
の
回
答
は
、「
地

域
か
ら
必
要
性
が
あ
る
施
設
等
を

声
に
出
し
て
も
ら
い
た
い
」、「
地

域
か
ら
声
が
あ
っ
た
と
き
は
、
町

も
動
く
。
地
域
の
声
を
待
っ
て
い

る
」、「
人
あ
り
き　
活
動
あ
り
き

で
考
え
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
返

っ
て
く
る
ば
か
り
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
町
が
地
域
住

民
の
た
め
住
民
福
祉
の
た
め
、
今

後
の
跡
地
利
用
を
ど
う
す
る
か
、

地
域
に
入
り
住
民
の
意
見
を
聴
き

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

立
場
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
、
多
く
の
人
が

利
用
し
て
き
た
会
館
が
な
く
な
る

こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
非
常
に

大
き
な
変
化
と
な
り
ま
す
。
今
の

状
況
で
条
例
改
正
を
行
い
、
会
館

を
解
体
し
て
更
地
状
態
で
放
置
す

る
こ
と
は
、
住
民
か
ら
す
れ
ば
公

共
用
地
を
地
域
の
た
め
に
活
用
し

な
い
町
に
対
し
て
不
信
感
・
不
安
感
を

抱
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
は
会
館
が
な
く
な
っ
た
後
の
将
来

の
中
村
下
地
区
の
こ
と
を
見
据
え
、
地

域
住
民
・
利
用
者
の
声
を
聴
き
、
丁
寧

に
対
話
を
重
ね
、
し
っ
か
り
と
議
論
し

て
跡
地
利
用
の
方
向
性
を
出
す
べ
き
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
、
町
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。
跡
地
利
用
が
全
く
定
ま

っ
て
い
な
い
こ
の
段
階
で
の
「
中
井
町

地
域
集
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
」
に

対
し
反
対
の
討
論
と
し
ま
す
。

　

町
は
中
村
下
会
館
の
廃
止
解
体

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
解
体
後
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
何
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
町
は
地

域
住
民
の
声
を
聞
く
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
住
民
の
声
を

聞
く
十
分
な
取
組
は
行
っ
て
な
く
、

利
用
者
が
多
い
地
元
住
民
や
利
用

団
体
へ
の
説
明
も
十
分
に
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
「
広
く
意
見

を
聞
い
て
町
の
方
針
を
決
定
す

る
」
地
方
自
治
の
精
神
に
反
し
ま

す
し
、
住
民
自
治
を
保
障
す
る
機

能
の
低
下
を
招
き
、
ひ
い
て
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
壊
し
か
ね
ま

せ
ん
。

　

利
用
者
や
町
民
の
声
を
聞
く
、

町
民
へ
の
周
知
を
さ
ら
に
広
げ
る

姿
勢
が
あ
る
な
ら
ば
、
十
分
な
準

備
を
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
説

明
会
等
の
開
催
を
行
う
な
ど
、
積

極
的
に
住
民
の
理
解
を
図
る
努
力

を
す
べ
き
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
地
域
集
会
施
設
は

公
共
の
福
祉
の
増
進
が
目
的
で
あ

り
、
自
治
体
に
そ
の
遂
行
責
務
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
を
必
要
と

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
拙
速
に
廃
止
す
る
こ
と
は
、

自
治
体
の
役
割
の
後
退
で
あ
り
、「
町

民
納
得
の
施
設
更
新
」
の
町
長
公
約
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
現
在
の
廃
止
あ
り
き
に
終

始
す
る
町
の
説
明
で
は
町
民
や
利
用
者

の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
方
が
こ
れ

か
ら
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
の

確
保
や
代
替
が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
中

で
の
、
廃
止
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
無

責
任
な
感
じ
が
致
し
ま
す
。
従
い
ま
し

て
、
下
会
館
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の

町
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
、

真
摯
な
検
討
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
反
対
い
た
し
ま
す
。

関
野
達
夫
議
員

反
対
討
論

加
藤
久
美
議
員

反
対
討
論

多
田
　
勲
議
員

反
対
討
論

「中井町地域集会施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例」「中井町地域集会施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例」
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◎
中
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
す
る
条
例

　

議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、

支
給
割
合
を
0.1
月
引
き
上
げ
、
給
料

月
数
の
4.1
月
分
と
し
ま
し
た
。

◎
中
井
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

常
勤
特
別
職
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
、支
給
割
合
を
０
・
05
月
引
き
上
げ
、

給
料
月
数
の
4.1
月
分
と
し
ま
し
た
。

◎
中
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
給
与
改
定
を
人
事
院
勧
告

に
準
じ
て
、
給
料
月
額
を
若
年
層
に

重
点
を
置
き
、
給
料
表
の
水
準
を

０
・
89
％
引
上
げ
、
さ
ら
に
、
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

０
・
05
月
分
引
上
げ
ま
す
。

　
（
期
末
・
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給

月
数
4.4
月
分
↓
4.5
月
分
）

◎
中
井
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
、
基
礎
と
な
る
常
勤
職
員
の
給

与
改
定
を
踏
ま
え
、
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

　
◎
令
和
５
年
度
中
井
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

　

５
１
９
万
６
千
円
の
増
額

　

総
額
44
億
６
０
６
２
万
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
る
歳
出
の
補

正
額
は
、
３
７
９
万
４
千
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
歳
出
で
は
、
民
生
費

で
、
人
件
費
の
更
正
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
歳
入
歳
出
の
補
正
に
伴
い
、

国
庫
補
助
金
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
補

助
金
を
増
額
し
た
ほ
か
、
前
年
度
繰

越
金
を
増
額
す
る
こ
と
で
収
支
の
均

衡
を
図
り
ま
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
０
０
万
８
千
円
の
追
加

　

総
額
11
億
８
７
０
７
万
５
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
る
歳
出
の
補

正
額
は
、
１
０
０
万
８
千
円
の
増
額

で
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
増
額
す
る

こ
と
で
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

39
万
４
千
円
の
追
加

　

総
額
９
億
３
７
９
５
万
５
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
る
歳
出
の
補

正
額
は
、
39
万
４
千
円
の
増
額
で
、

一
般
会
計
繰
入
金
を
増
額
す
る
こ
と

で
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

６
６
２
万
４
千
円
の
減
額

　

総
額
４
億
９
０
５
１
万
２
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
り
下
水
道
事

業
費
用
６
６
２
万
４
千
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

◎
令
和
５
年
度
中
井
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

40
万
円
の
追
加

　

総
額
３
億
６
３
８
万
５
千
円

　

人
件
費
の
更
正
に
よ
り
水
道
事
業

費
用
40
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

第5回臨時会
11月27日

条 例 改 正　4　件

補 正 予 算　5　件

条
例
改
正

補
正
予
算

審議した議案等と審議結果審議した議案等と審議結果令和５年第５回臨時会

提
出
者

尾
尻
孝
和

加
藤
久
美

井
上
泰
弘

多
田
　
勲

古
宮
祐
二

石
渡
正
次

審
議
結
果

議
決
日議　案　名

議　員　名 岸
　
光
男

相
原
晃
一

関
野
達
夫

武
井
一
紀

中井町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○

曽
我
尚
人

○
中井町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○

中井町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○
中井町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○

令和５年度中井町一般会計補正予算（第５号） 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○
令和５年度中井町国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○

令和５年度中井町介護保険特別会計補正予算（第２号）11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○

令和５年度中井町下水道事業会計補正予算（第１号） 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○
令和５年度中井町水道事業会計補正予算
（第２号） 11/27 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○可決町長 ○ ○○

※森丈嘉議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対を表しています。
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岸 　 光 男 議員
き　し　　　　み　つ　お

　

現
在
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て

財
政
の
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
後
、
人
口
減
少
等
に
よ
っ
て

税
収
は
減
少
し
て
い
く
一
方
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加

や
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
、

管
理
、
更
新
費
用
の
増
大
等
に
よ
り

歳
出
は
増
加
傾
向
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
歳
出
の

削
減
が
課
題
と
な
っ
て
い
て
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
、
ど
の
よ
う
な
点
に

留
意
し
予
算
編
成
が
行
わ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　
　

令
和
５
年
度
と
比
較
し
て
、
本

町
の
重
要
財
源
で
あ
る
町
税
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
歳
入
見
込
み
は
。

　
　

町
税
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
等
の
影
響
を
受
け
た
個
人
町
民

税
や
、
評
価
替
え
及
び
一
部
大
手
企

業
の
撤
退
な
ど
、
影
響
を
受
け
た
固

定
資
産
税
な
ど
に
よ
り
、
全
体
と
し

て
減
収
が
見
込
ま
れ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
ゴ

ル
フ
場
ギ
フ
ト
券
な
ど
は
引
き
続
き

好
調
で
、
令
和
６
年
度
も
今
年
度
同

様
の
寄
附
額
で
推
移
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

地
方
交
付
税
は
、
令
和
６
年
度
に

実
施
予
定
の
所
得
税
減
税
の
影
響
等
、

動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

個
人
町
民
税
の
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
当
分
続

く
想
定
に
な
る
か
。

　
　

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
状
況

で
、
緩
や
か
に
減
少
し
て
い
く
と
見

込
ま
れ
る
。

　
　

重
点
施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

中
央
公
園
の
さ
ら
な
る
活
性
化
、

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事

業
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
、
公
共

施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
優
先
度
の
高

い
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
基
本

方
針
は
。

　
　

社
会
経
済
情
勢
や
国
・
県
の
動

向
、
政
策
な
ど
を
含
め
、
中
長
期
的

な
行
政
需
要
の
変
化
を
把
握
し
た
上

で
、
施
策
、
事
業
に
お
け
る
成
果
や

課
題
、
将
来
的
な
方
向
性
に
つ
い
て

も
検
証
し
、
事
業
費
の
精
査
、
抑
制

を
図
り
、
予
算
編
成
に
臨
む
よ
う
指

示
し
た
。

　
　

来
年
度
予
算
は
総
額
で
ど
の
程

度
に
な
る
か
。

　
　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
は
43

億
で
、
こ
れ
と
同
水
準
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
　

町
長
就
任
１
年
が
経
過
し
、
公

約
に
掲
げ
た
施
策
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

就
任
直
後
の
臨
時
営
農
支
援
事

業
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
、
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
な
ど
取

り
組
む
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
導
入
、
中
央
公
園
大
型
遊
具
の
更

新
な
ど
前
倒
し
し
た
。
ま
た
、
中
村

地
区
で
の
買
い
物
対
策
も
進
め
て
い

る
。

　
　

帯
状
疱
疹
補
助
に
つ
い
て
、
町

で
も
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
か
。

　
　

状
況
等
調
べ
て
い
る
。
来
年
度

に
予
算
化
で
き
る
か
ど
う
か
今
の
と

こ
ろ
は
検
討
状
況
。

　
　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通

事
故
が
後
を
絶
た
ず
社
会
問
題
化
し

て
い
る
。
免
許
返
納
者
や
後
期
高
齢

者
は
デ
マ
ン
ド
利
用
料
金
を
無
料
に

し
、
高
齢
者
の
移
動
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
は
い
か
が
か
。

　
　

利
用
料
金
の
無
料
化
で
は
な
く
、

運
行
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
、
予
約
シ

ス
テ
ム
の
変
更
、
希
望
降
車
ポ
イ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
対
象
者
の
拡
大

な
ど
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
い
く
。

　

導
入
に
よ
り
「
乗
っ
て
応
援
」

「
乗
っ
て
支
え
る
」
こ
と
に
よ
る
公

共
交
通
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
移

動
手
段
を
考
え
て
る
。

令和６年度予算編成の展望は令和６年度予算編成の展望は

問

問答

答

問答問答

問

問答

答

問答

問答
高
齢
者
の
移
動
支
援
の

充
実
を

事業費の精査、抑制を図り予算編成に臨む

他１問

町 長

一 般 質 問

有効活用が望まれるデマンドバス

－ 6 －令和　６年２月１日発行

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。



石 渡 正 次 議員
いしわた　しょうじ

　

宮
原
地
区
の
２
事
業
（
土
地
区
画

整
理
事
業
・
土
地
改
良
事
業
）
が
開

始
さ
れ
た
。
実
際
に
工
事
が
始
ま
る

と
、
新
た
な
問
題
が
表
出
し
住
民
を

困
ら
せ
て
い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
工
事
を
遂
行
し
て
い

く
に
つ
れ
て
、
湧
き
出
て
き
た
様
々

な
課
題
に
対
し
、
町
で
は
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

大
き
な
課
題
、
小
さ
な
課
題
、

緊
急
を
要
す
る
課
題
、
す
ぐ
に
は
対

応
し
な
く
て
も
良
い
課
題
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
質
の
異
な
る
課

題
が
出
て
き
た
時
、
ど

の
様
な
道
筋
を
経
て
伝

え
て
い
っ
た
ら
い
い
の

か
。

　
　

地
域
の
方
は
、
自

治
会
の
中
で
役
員
に
伝

え
、
そ
の
役
員
が
事
務

局
に
伝
え
る
形
が
よ
い
。

緊
急
を
要
す
る
こ
と
は
、

事
務
局
に
直
接
電
話
を

か
け
、
そ
れ
に
対
し
即

対
応
で
き
る
よ
う
な
体

制
も
と
っ
て
い
る
。
場

面
に
よ
っ
て
連
絡
方
法

は
変
わ
っ
て
く
る
が
、

基
本
的
に
は
自
治
会
を
通
し
て
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

住
民
の
生
活
に
直
接
関
わ
っ
て

く
る
工
事
は
、
事
前
に
知
ら
せ
る
こ

と
が
大
切
で
常
識
。
「
お
知
ら
せ
」

を
事
前
に
配
付
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　

生
活
等
に
支
障
が
発
生
す
る
の

で
、
事
前
の
周
知
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
周
知
が
遅
い
と
い

う
指
摘
な
の
で
、
改
め
て
事
業
者
側

に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
　

学
校
で
は
、
自
校
評
価
を
し
て

い
る
と
思
う
が
、
地
域
や
保
護
者
の

評
価
が
活
か
さ
れ
な
け
れ
ば
、
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
実
現
が

難
し
い
。
地
域
や
家
庭
に
お
け
る
外

部
評
価
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

毎
年
度
、
学
校
評
価
を
行
っ
て

い
る
。
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
児

童
・
生
徒
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

踏
ま
え
、
課
題
を
分
析
し
次
年
度
に

つ
な
げ
て
い
る
。
評
価
の
内
容
は
、

児
童
・
生
徒
が
行
う
評
価
や
学
校
の

評
価
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
集
計
し

家
庭
に
返
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
学

校
運
営
協
議
会
の
中
で
意
見
を
い
た

だ
き
学
校
運
営
に
活
か
し
て
い
る
。

　
　

常
設
展
示
や
特
別
展
示
な
ど
で

郷
土
資
料
館
が
よ
り
機
能
し
、
活
用

の
場
が
広
が
る
よ
う
な
取
組
は
。

　
　

現
在
、
十
分
に
活
か
さ
れ
切
れ

て
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
。
だ
が
、
所

蔵
し
て
い
る
物
に
も
う
少
し
光
を
当

て
て
い
く
と
い
う
観
点
は
、
非
常
に

大
切
な
部
分
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

中
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
に
井
ノ
口
地
区
の
代
表
が

含
ま
れ
て
い
な
い
が
。

　
　

中
村
上
地
区
か
ら
の
自
治
会
長

と
自
治
会
連
合
会
か
ら
の
推
薦
者
が

担
っ
て
い
る
状
況
。
そ
の
点
が
課
題

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
３

年
間
様
子
を
見
て
、
必
要
に
応
じ
井

ノ
口
地
区
の
人
材
を
活
用
す
る
。

　
　

学
校
の
メ
ン
バ
ー
は
ど
の
よ
う

な
立
場
で
参
加
し
て
い
る
の
か
。

　
　

中
学
校
区
を
ひ
と
つ
と
し
て
17

名
で
構
成
し
、
そ
の
下
に
小
学
校
の

部
会
が
下
部
組
織
と
し
て
あ
る
。
運

営
の
主
体
は
学
校
な
の
で
、
学
校
長

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
。

　
　

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

教
育
関
係
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
と
き
に
、
こ
の
よ
う

に
育
て
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
表
す
言

葉
）
を
立
ち
上
げ
た
ら
ど
う
か
。

　
　

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
め
る
方
法
が
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
は
と
い
う
の
も
一
つ
の

考
え
方
。
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
、

押
し
付
け
で
は
な
い
地
域
を
育
む
力

が
必
要
。
学
校
運
営
協
議
会
で
も
目

指
す
子
ど
も
像
の
標
語
が
決
ま
っ
た
。

他１問

町 長

一 般 質 問

インター周辺の２事業
　　　　開始後の課題は
インター周辺の２事業
　　　　開始後の課題は

答

問答

問答

問答

問

問

答

問 答

問答

学
校・地
域・家
庭
を
つ
な
ぐ

教
育
施
策
は

２事業に対し、積極的に指導・助言を行う町 長

住宅の近くで工事が進む宮原地区

会議録検索システムで閲覧できます。中井町ホームページ＞中井町議会＞会議録検索

第206号　なかい議会だより－ 7 －



多 田 　 勲 議員
　た　だ　　　　いさお

　

国
は
休
日
の
中
学
校
部
活
動
を
令

和
５
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
、
段

階
的
に
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
移
行

す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

移
行
に
あ
た
り
、
部
活
動
が
こ
れ

ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
を
十
分
に

踏
ま
え
な
が
ら
、
学
校
と
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
持
っ
て
丁

寧
に
課
題
解
決
を
図
り
、
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　
　

い
つ
か
ら
、
部
活
の
地
域

移
行
を
行
う
の
か
。

　
　

３
年
間
の
改
革
推
進
期
間

に
お
い
て
、
段
階
的
に
部
活
動

指
導
員
を
配
置
し
、
学
校
や
教

育
委
員
会
等
関
係
団
体
に
よ
る

協
議
会
の
設
置
に
よ
り
、
運
営

を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　

部
活
の
地
域
移
行
は
、
ど

の
よ
う
な
教
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
な
が
る
か
。

　
　

教
員
の
長
時
間
勤
務
の
是
正
や

部
活
動
指
導
時
間
の
負
担
軽
減
と
な

り
、
授
業
や
学
習
活
動
の
充
実
に
つ

な
が
る
。

　
　

外
部
指
導
者
を
確
保
す
る
た
め
、

人
材
バ
ン
ク
設
置
の
考
え
は
。

　
　

各
種
団
体
等
と
の
協
議
を
進
め

て
い
く
中
で
、
人
材
バ
ン
ク
の
在
り

方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

　
　

地
域
移
行
の
際
に
は
、
学
校
活

動
な
の
か
、
地
域
活
動
な
の
か
、
所

管
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
取
り
ま
と
め
所
管
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　

学
校
教
育
で
の
部
活
動
の
主
管

課
は
教
育
課
で
あ
る
が
、
学
校
教
育

か
ら
切
り
離
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

に
変
わ
れ
ば
、
主
管
課
が
異
な
る
と

想
定
し
て
る
。
今
後
、
国
の
動
向
を

注
視
し
対
応
し
て
き
た
い
。

　
　

原
則
、
兼
職
と
兼
業
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
教
職
員
だ
が
、
休
日
の
部

活
動
の
指
導
を
で
き
る
か
。

　
　

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
完
全
に
移

行
し
た
場
合
に
は
、
手
続
に
の
っ
と

っ
て
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
に

も
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

地
域
移
行
後
に
生
徒
や
指
導
者

が
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
、
現
在

の
災
害
共
済
給
付
金
制
度
に
よ
る
補

償
が
で
き
な
い
。
対
策
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
保
険
等
に
加
入
す
る
考
え
は
。

　
　

加
入
の
必
要
性
は
十
分
に
感
じ

て
い
る
。
保
険
の
加
入
な
ど
整
備
の

仕
組
み
づ
く
り
に
は
様
々
な
課
題
が

あ
る
。
国
、
県
や
他
市
町
村
等
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　
　

部
活
の
移
行
先
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
等
の
受
皿
が
中
井
町
で
は
不

足
し
て
い
る
。
団
体
、
行
政
を
含
め

た
広
域
連
携
の
考
え
は
。

　
　

近
隣
の
市
町
と
の
連
携
も
選
択

肢
に
入
れ
て
、
調
査
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
　

地
域
へ
の
部
活
動
移
行
は
受
益

者
負
担
が
原
則
と
言
わ
れ
て
お
り
、

ど
う
い
っ
た
も
の
が
生
徒
や
保
護
者

の
受
益
者
負
担
に
な
る
の
か
。

　
　

部
活
動
の
参
加
費
、
施
設
の
使

用
料
、
傷
害
保
険
な
ど
が
、
今
の
段

階
で
は
受
益
者
負
担
と
な
る
。

　
　

部
活
を
行
う
全
て
の
生
徒
に
、

平
等
の
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
行

政
か
ら
の
支
援
助
成
す
る
考
え
は
。

　
　

国
や
県
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
、
近
隣
市
町
村
と
と
も
に
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　

家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
誰
で
も
部
活
に
親
し
む
機
会
を

確
保
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
特

に
経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の
生
徒
は
、

一
般
の
生
徒
支
援
と
は
別
の
財
政
支

援
が
必
要
で
は
。

　
　

指
導
要
領
が
改
正
さ
れ
た
段
階

で
、
責
任
を
持
っ
て
回
答
し
て
い
き

た
い
。

中学校の部活動の
　　　　　　地域移行を円滑に
中学校の部活動の
　　　　　　地域移行を円滑に

問答

答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問

問答

今できるところを取り組んでいきたい町 長

部活の地域移行が行われる中井中学校

一 般 質 問

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。

－ 8 －令和　６年２月１日発行



尾 尻 孝 和 議員
　お　じ　り　たかかず

　
　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
１
０
４
５

世
帯
の
８
割
、
８
３
６
世
帯
程
度
は

持
家
に
住
ん
で
い
る
。

　

今
、
65
歳
の
方
、
20
年
後
に
は
85

歳
に
な
る
。
男
性
は
平
均
寿
命
81
歳

を
超
え
、
女
性
も
平
均
寿
命
87
歳
に

近
い
年
齢
と
な
る
。
今
か
ら
20
年
の

間
に
、
中
井
町
の
持
家
住
宅
２
８
０

０
の
う
ち
、
お
よ
そ
８
０
０
を
超
え

る
住
宅
が
住
む
人
の
い
な
い
空
き
家

と
な
る
。

　

放
置
空
き
家
を
生
ま
な
い
た
め
、

空
き
家
所
有
者
が
売
る
、
貸
す
、
使

う
、
解
体
す
る
と
い
っ
た
判
断
を
行

え
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
で
き
る
こ

と
は
。

　
　

放
置
空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
空
き

家
バ
ン
ク
の
運
営
や
本
町
の
実
情
に

応
じ
た
補
助
制
度
に
加
え
、
空
き
家

活
用
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
税
制
の

説
明
等
を
相
談
者
の
事
情
に
応
じ
て

的
確
に
行
い
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

体
制
の
充
実
と
、
そ
の
周
知
が
必
要

で
あ
る
。

　
　

「
空
き
家
を
お
持
ち
の
方
が
正

直
言
っ
て
困
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

で
し
ょ
う
か
、
空
き
家
を
持
っ
て
い

る
こ
と
自
体
に
困
っ
て
い
な
い
と
い

う
の
が
一
番
大
き
な
空
き
家
の
流
通

が
し
な
い
理
由
」
と
過
去
の
答
弁
。

こ
の
問
題
へ
の
有
効
な
手
だ
て
に
は

ま
だ
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
か
。

　
　

空
き
家
調
査
結
果
を
見
て
も
、

実
感
と
し
て
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
空
き

家
の
活
用
の
関
係
も
含
め
て
補
助
金

の
額
を
拡
大
し
、
補
助
金
だ
け
で
な

く
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
も
非
常
に

重
要
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

「
改
正
空
家
法
」
に
は
、
固
定

資
産
税
等
の
住
宅
用
地
特
例
に
係
る
、

空
き
家
対
策
上
の
措
置
が
あ
る
が
。

　
　

考
え
方
の
整
理
は
、
早
急
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

８
０
０
の
空
き
家
の
多
く
が
、

住
む
で
も
な
い
、
売
る
で
も
な
い
、

貸
す
で
も
な
い
、
か
つ
、
管
理
さ
れ

な
い
で
放
置
さ
れ
た
ま
ま
荒
廃
し
て

い
く
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
こ
に
若

い
世
代
が
家
を
建
て
、
あ
る
い
は
リ

フ
ォ
ー
ム
し
、
移
り
住
ん
で
暮
ら
す

の
か
。
人
口
減
少
は
続
く
に
し
て
も
、

20
年
先
に
は
大
き
な
違
い
と
な
る
。

　

中
井
町
に
毎
日
通
わ
れ
る
方
は
５

５
０
０
人
。
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、

条
件
が
整
え
ば
住
ん
で
も
よ
い
と
答

え
た
方
が
５
割
を
超
え
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
自
宅
が
今
後
空
き
家
に

な
っ
た
と
き
、
家
族
に
と
っ
て
最
も

ふ
さ
わ
し
い
処
置
が
取
れ
る
よ
う
町

と
し
て
の
支
援
が
鍵
に
な
る
の
で
は
。

　
　

終
活
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
ど
う
い
う
ふ

う
に
考
え
て
い
こ
う
か
と
い
う
素
朴

な
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
介
護
も
含
め
て

改
め
て
老
後
と
向
き
合
っ
て
い
く
よ

う
な
状
況
に
協
力
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
。

　

入
門
編
の
も
の
を
し
っ
か
り
と
用

意
し
な
が
ら
、
自
分
の
体
の
こ
と
、

そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
自
分
の
財

産
の
こ
と
、
あ
る
意
味
で
は
こ
れ
か

ら
の
そ
の
方
に
と
っ
て
の
家
族
の
こ

と
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
踏
ま
え
た
、

こ
れ
か
ら
を
描
け
る
よ
う
な
も
の
を

ひ
と
つ
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

町 長

一 般 質 問

放置空き家抑制へ、
　　　　　高齢者世帯の支援を
放置空き家抑制へ、
　　　　　高齢者世帯の支援を

問答

答

問

問問 答

答

これからを描けるようなものをつくりたい町 長

改正空家法のポイント
令和５年12月13日施行

●管理不全空き家として町長から勧告を
受けると、固定資産税の住宅用地特例
（200㎡まで１/６の税額など）が解除
される。

●空き家譲渡所得の3000万円特別控除を
2027年12月まで延長。あわせ、買主が
改修・取壊しする場合も、売主は3000
万円特別控除できることに（仮に売れな
くても上物があるため、宅地固定資産税
６倍化の心配はなくなる）

会議録検索システムで閲覧できます。中井町ホームページ＞中井町議会＞会議録検索
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相 原 晃 一 議員
あいはら　こういち

　

学
校
に
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援
は
、
社
会
的
自
立
に
向

け
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び

を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
を
充
実
さ

せ
、
生
き
る
喜
び
を
感
じ
る
サ
ポ
ー

ト
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

児
童
・
生
徒
・
保
護
者
が
抱
え

る
課
題
に
応
じ
た
相
談
体
制
の
整
備

は
。

　
　

教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
担
う
教
員
を
中
心
と
し
て
、
学

級
担
任
や
養
護
教
諭
等
が
協
力
し
た

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
　

個
々
の
不
登
校
支
援
の
取
組
は
、

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　

定
期
的
な
家
庭
訪
問
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催

し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

と
協
力
し
て
適
切
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

不
登
校
家
庭
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
解
決
の
た
め
の
家
庭
の
役
割
は
。

　
　

学
級
担
任
が
定
期
的
な
家
庭
訪

問
や
電
話
連
絡
を
行
っ
て
い
る
。
保

護
者
は
子
ど
も
の
思
い
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
考
え
は
。

　
　

既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
取
組

は
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
児
童
・
生

徒
の
希
望
や
状
況
を
的
確
に
判
断
し

て
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
外
出
が

難
し
い
場
合
、
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
が
で
き
る
取
組
が
必
要
で
は
。

　
　

相
談
体
制
が
未
整
備
で
あ
り
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

相
談
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
端
末
に
相

談
ア
プ
リ
を
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

　
　

現
段
階
で
は
ア
プ
リ
の
導
入
は

考
え
て
い
な
い
。
県
の
教
育
相
談
の

ｅ
メ
ー
ル
な
ど
を
案
内
し
て
い
る
。

　　
　

学
校
以
外
で
の
多
様
な
学
び
を
、

官
民
が
手
を
携
え
行
う
支
援
は
。

　
　

他
市
町
村
の
取
組
状
況
も
踏
ま

え
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　

不
登
校
と
い
じ
め
は
関
連
が
あ

り
、
い
じ
め
の
件
数
は
減
少
気
味
だ

が
、
し
っ
か
り
と
し
た
把
握
も
必
要

で
は
。

　
　

何
ら
か
の
形
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出
れ

ば
早
急
に
対
応
し
て
お
り
、
担
任
や

養
護
教
諭
な
ど
が
チ
ー
ム
と
し
て
い

じ
め
防
止
に
全
力
投
球
し
て
い
る
。

　　
　

不
登
校
へ
の
未
然
防
止
に
も
な

る
校
内
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
の
設
置
の
考
え
は
。

　
　

人
材
の
確
保
、
体
制
の
整
備
な

ど
課
題
が
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
等

の
協
力
も
得
て
、
総
合
的
に
考
え
て

い
く
。

　
　

不
登
校
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

学
校
環
境
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。

　
　

良
好
な
友
達
・
教
師
と
の
関
係
、

自
分
の
居
場
所
を
実
感
し
、
認
め
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

　
　

支
援
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が
大

切
に
考
え
て
い
る
こ
と
は
。

　
　

喜
怒
哀
楽
を
子
ど
も
と
先
生
が

共
有
し
、
一
緒
に
行
動
す
る
な
ど
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

　
　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
取
組

状
況
は
。

　
　

小
学
校
は
異
学
年
交
流
、
中
学

校
で
は
昼
休
み
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
生
徒
会
中
心
で
開
催
し
て
い
る
。

　
　

児
童
・
生
徒
が
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
。

　
　

自
分
の
好
き
な
得
意
な
こ
と
を
、

自
信
を
も
っ
て
次
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

全ての児童・生徒の学びの確保は全ての児童・生徒の学びの確保は

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問答

問答問答 問答

問答問答

問答

状況を的確に判断し、学びの保障に努める町 長

一 般 質 問

※

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

　
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
の
教
育
支

援
教
室
。

※

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。

－ 10 －令和　６年２月１日発行



関 野 達 夫 議員
　せ　き　の　　た　つ　お

　

中
井
町
独
自
の
き
め
細
や
か
で

整
っ
た
子
育
て
環
境
を
も
っ
と
町
内

外
の
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

子
育
て
環
境
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、

若
年
世
代
の
定
住
・
移
住
を
促
進
さ

せ
る
た
め
伺
い
ま
す
。

　
　

里
都
ま
ち
・
な
か
い
ネ
ウ
ボ
ラ

利
用
者
の
満
足
度
を
上
げ
、
町
の
特

色
を
高
め
る
た
め
、
子
育
て
応
援
紙

お
む
つ
補
助
事
業
の
年
齢
を
３
歳
ま

で
拡
充
し
て
は
。

　
　

お
む
つ
券
の
交
付
の
対
象
を
３

歳
ま
で
広
げ
る
こ
と
は
、
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
る
と
考
え
る
が
、
現

在
の
対
象
年
齢
で
一
定
の
効
果
が
既

に
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　

７
年
間
の
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
で
、

子
育
て
環
境
の
厳
し
さ
、
大
変
さ
に

携
わ
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
支
援
が
見
え
て
き
た
と

思
う
が
。

　
　

母
子
と
の
関
係
性
を
築
く
た
め
、

と
に
か
く
会
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
お
む
つ
券
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
育
児
相
談
の
機
会

が
さ
ら
に
増
え
、
安
心
し
て
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

産
後
ケ
ア
事
業
の
宿
泊
型
サ
ー

ビ
ス
は
、
経
済
的
負
担
が
大
き
く
、

利
用
を
控
え
て
し
ま
う
。
産
後
間
も

な
い
母
子
の
育
児
支
援
を
対
象
と
す

る
産
後
ケ
ア
助
成
事
業
の
創
設
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　
　

隣
市
に
新
た
な
産
婦
人
科
が

で
き
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
は
、

可
能
な
限
り
町
の
産
前
産
後
の
ケ

ア
施
策
に
協
力
し
た
い
と
の
話
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
を
さ
れ

る
の
か
、
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
、

助
成
制
度
構
築
に
向
け
て
速
や
か

に
動
き
た
い
。

　
　

不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
は
、

現
在
、
所
得
合
計
が
７
３
０
万
円

未
満
の
夫
婦
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

子
育
て
世
代
の
平
等
性
・
公
平
性
及

び
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、
所
得

制
限
を
廃
止
し
て
取
組
を
高
め
て
は
。

　
　

不
育
症
治
療
の
助
成
は
、
町
独

自
で
行
っ
て
い
る
。
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
所
得
制
限
を
外
し
て
い

く
こ
と
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
に

つ
な
が
る
の
で
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　

さ
ら
に
特
色
あ
る
子
育
て
環
境

を
充
実
さ
せ
、
魅
力
あ
る
町
に
し
て

い
く
考
え
は
。

　
　

今
後
の
子
育
て
支
援
は
、
女
性

へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は
教
育
に
し
っ

か
り
と
連
携
さ
せ
て
、
総
合
的
に
展

開
す
る
取
組
を
し
て
子
育
て
環
境
を

上
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

保
育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、

保
育
園
等
に
紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
を
採
用
し
て
は
。

　
　

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
も
今
後
、

い
ろ
い
ろ
な
シ
ス
テ
ム
が
出
て
く
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
導
入
で
き
る
状

況
が
整
え
ば
、
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

次
期
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
改
定
す
る
際
の
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
目
玉
と
な
る
考
え
方
や

重
点
施
策
は
。

　
　

保
護
者
に
寄
り
添
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
支
援
、
人
と
の
つ
な
が
り

の
関
係
を
広
げ
て
い
く
。
子
ど
も
の

意
見
も
聞
い
て
施
策
に
取
り
組
む
仕

組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
厳
し
い
子

育
て
環
境
と
な
る
が
、
子
育
て
施
策

の
新
し
い
考
え
は
。

　
　

家
庭
が
孤
立
し
な
い
、
お
母
さ

ん
が
孤
立
し
な
い
、
子
ど
も
が
孤
立

し
な
い
こ
と
を
大
事
に
す
る
。

　

子
ど
も
は
地
域
の
宝
と
し
て
、
そ

こ
を
受
け
て
の
教
育
と
い
う
も
の
も

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
、
そ
こ
に
広
が
っ
て
い
く

施
策
の
展
開
か
ら
、
教
育
、
女
性
支

援
を
通
し
て
、
よ
り
一
層
子
育
て
支

援
が
際
立
っ
て
い
く
状
況
を
つ
く
る
。

町 長

一 般 質 問

子育て環境の
　　　　さらなる充実と課題は
子育て環境の
　　　　さらなる充実と課題は

問

問

答

答

答

問答

問

問答

問
答

答

問

問答

町ならではの安心できる丁寧な子育て支援町 長

※

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

　
月
単
位
ま
た
は
年
単
位
で
料
金
を

支
払
う
こ
と
で
、製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

一
定
期
間
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

形
式
。

※

会議録検索システムで閲覧できます。中井町ホームページ＞中井町議会＞会議録検索
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古 宮 祐 二 議員
　こ　み　や　　ゆ　う　じ

　

町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
で
は
、
行

政
事
務
の
効
率
化
を
重
点
施
策

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
職
員

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
部
分
的

で
も
職
種
に
合
っ
た
オ
フ
ィ
ス

改
革
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

な
ど
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し

て
町
役
場
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
な
る
と
考
え
、
質
問
を
し

ま
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
が
５
類
化
し
て
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
ま
だ
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

県
が
主
催
し
て
い
る
よ
う
な
会

議
で
は
、
現
在
も
多
く
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
や
個
別
ブ
ー
ス
の

よ
う
に
、
集
中
し
て
個
人
で
働
く
こ

と
が
行
政
事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

　
　

小
規
模
団
体
と
い
う
中
で
は
、

１
人
が
複
数
の
業
務
を
担
当
し
て
い

る
。
労
務
管
理
の
難
し
さ
と
い
う
よ

う
な
点
も
あ
る
。
導
入
に
は
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
多
い
。

　
　

Ｄ
Ｘ
に
対
す
る
理
解
不
足
も
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　

職
員
の
育
成
と
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

の
育
成
と
い
う
と
こ
ろ
も
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
研
修
等
も
行
い
、
職
員

全
体
の
知
識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
等
も

図
っ
て
い
る
。

　
　

コ
ピ
ー
用
紙
代
と
し
て
年
間
い

く
ら
く
ら
い
使
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

こ
こ
３
年
の
中
で
は
用
紙
代
は
、

減
少
傾
向
で
は
あ
る
が
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
が
進
ん
で
い
る
か
と
い
う
と
、

ま
だ
分
析
に
時
間
が
か
か
る
。

　
　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

つ
い
て
は
、
民
間
企
業
等

は
５
年
も
10
年
も
前
か
ら

や
っ
て
い
る
。
目
標
そ
の

も
の
は
立
て
て
い
な
い
の

か
。

　
　

11
月
の
末
に
業
務
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
た
。
今
後
、
実

務
担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

　　
　

ハ
ン
コ
文
化
か
ら
の

脱
却
が
政
府
主
導
で
、
あ

っ
と
い
う
間
に
進
ん
だ
。

こ
こ
は
町
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
、
皆
さ
ん
に
発
揮
す
べ
き
で

は
。

　
　

公
務
員
、
あ
る
意
味
で
は
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
だ
と
私
は
思

う
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
さ
ら
に

は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
中
で

の
取
組
は
、
引
き
続
き
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　　
　

打
合
せ
ス
ペ
ー
ス
や
集
中
し
た

い
仕
事
の
と
き
に
使
え
る
個
別
ブ
ー

ス
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

少
人
数
で
の
窓
口
業
務
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
点
か
ら
、
な

か
な
か
導
入
に
つ
い
て
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。

　
　

部
分
的
に
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
を

導
入
し
て
は
。

　
　

席
を
移
動
す
る
こ
と
に
よ
る
情

報
漏
洩
等
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
ま

た
、
労
務
管
理
の
難
し
さ
、
職
員
が

自
由
に
動
い
て
し
ま
う
と
、
職
員
の

管
理
が
し
づ
ら
く
、
状
況
の
把
握
が

難
し
い
と
い
う
よ
う
な
点
も
あ
る
。

　
　

職
員
か
ら
の
声
は
ど
の
よ
う
に

吸
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

年
度
当
初
に
個
別
の
面
談
を
し

た
。
働
き
方
と
い
う
大
き
な
く
く
り

で
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
。
そ

れ
を
具
体
的
に
し
っ
か
り
と
し
た
形

に
す
る
ま
で
は
、
質
問
を
通
し
て
認

識
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

行政事務の効率化に向け
　　　　　　　オフィス改革を
行政事務の効率化に向け
　　　　　　　オフィス改革を

問問 答

問答

問答

問答

答

問答

問答

問答

問答

職員とともに働きやすい環境整備に努める町 長

オフィス改革で快適な職場環境を

一 般 質 問

※

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
不
可

欠
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
。

※

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス

　
オ
フ
ィ
ス
の
中
で
席
を
固
定
せ
ず
働

く
こ
と
。

※

※

質問者本人の原稿を尊重し、編集しています。
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行って、見て、聞いて、語って、
議会をもっと身近に！

行って、見て、聞いて、語って、
議会をもっと身近に！

令和　５　年度

中 井 町議会報告会

２月17日(土)　午後６時～
　　　農村環境改善センター研修室
２月２４日(土)　午後６時～
　　　井ノ口公民館研修室

お問い合わせ
中井町議会事務局
0465（81）3905

第１部 議会からの報告
　　議会の取組　　常任委員会報告
第２部 意見交換

第１部 議会からの報告
　　議会の取組　　常任委員会報告
第２部 意見交換

お誘い合わせの上、ぜひお越しくださいお誘い合わせの上、ぜひお越しください

【内容】　約30分

議会からの報告
　議会の取組
　常任委員会報告

YouTube 中井町議会チャンネル

令和6年

2月１日㈭～動画配信

動 画 版
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条例の一部改正
●敬老祝金（敬老祝金検討委員会からの提言を踏まえ）

主な補正予算
●新たな事業
　定住促進・少子化対策（1,509万円）
目　　　的　婚姻に伴う経済負担を軽減し新生活の支援
対 象 世 帯　夫婦ともに39歳以下かつ世帯所得500万円未満
補助上限額　夫婦ともに29歳以下　　　　　　60万円
　　　　　　夫婦ともに30歳以上39歳以下　30万円
補 助 対 象　住宅取得費用・リフォーム費用・賃貸費用・引越費用
※令和５年７月11日から令和６年２月29日までの間に婚姻届
けを提出した夫婦

主な条例制定
●課設置条例
　町政を効率的・効果的に推進し、直面する行政
課題に対して、より柔軟で相補的な組織体制を整
えることを目的に行政組織の見直し。
⑴　財政計画・財政運営事務を総務課から企画課へ
⑵　環境施策を環境上下水道課から産業振興課へ
　課名変更　産業振興課　　 ➡ 産業環境課
　　　　　　環境上下水道課 ➡ 上下水道課
●中井町税条例の一部を改正する条例
　地方税法の一部改正等に伴い中井町税条例を改正
①市町村が森林環境税（国税）を賦課徴収
　　一人年額　1,000円
②軽自動車税（種別割）のグリーン化特例（燃
料性能に優れた軽自動車を取得した場合の税
軽減の特例措置）を３年間延長。

今後の議会改革
●ペーパーレス化のためのタブレット端末の活用
　新型コロナウイルス感染症の流行が拡大する中、
ポストコロナを見据え、新しい社会を目指すため、
デジタル改革が推進されています。その様な中、
県内市町では概ね導入が進んでおり、検討してい
る市町もあります。中井町議会では、調査・研
究を進めています。
タブレット端末の導入状況
19市中17市導入（横浜市・大和市未導入）
14町村中５町導入（葉山町・寒川町・開成町・
　　　　　　　　　湯河原町・松田町が導入）
　議会運営委員会で調査・研究中

主な条例改正
●中井町税条例の一部を改正
　地方税法施行規則の一部改正に伴う特定原動機
付自転車に係る軽自動車税の種別割の税率区分を
改定。道路交通法の一部改正により、特定小型原
動機付自転車（電動キックボード等）に関する規
定を整備しました。

主な補正予算
●補正予算（子育て世帯生活支援特別給付金）
　物価高騰に直面し影響を受ける低所得者の子育て
世帯に支給　　支給額子一人に50,000円
　住民税非課税世帯向け臨時交付金
　　１世帯30,000円

・満80歳及び満85歳の者 5,000円
・満88歳、満90歳及び満95歳の者 10,000円
・満99歳の者 20,000円
・100歳以上の者 30,000円

改
正
前

・満80歳及び満85歳の者 5,000円
・満90歳及び満95歳の者 10,000円
・満100歳の者 20,000円

改
正
後

議 会 報 告 会

令和５年度一般会計補正予算
８月臨時会の主な審議内容

予防接種事業　2,404万円
　新型コロナウイルス秋冬ワクチン接種のための体制確保
及び接種費用
水道事業負担金　1,056万円
　町民の生活や事業所の経済活動支援のため、水道基本料
金４か月分を免除するため、水道事業会計への補助の実施。
（10～１月）
商工振興費　1,181万円
　物価高騰等による負担感の大きい子育て世帯の家計及び
町内事業者への経済活動への支援として地域通貨を支給す
るための関係経費。（18歳未満・キラ１万円）

令和５年９月定例会
９月議会　主な審議内容

・令和４年度一般会計決算を認定
国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者
医療事業特別会計、下水道事業会計、水道事業会計の５
会計についても認定）
（歳入）46億600万円　（歳出）42億300万円
・条例の一部改正２件
　敬老祝金条例、給水条例、下水道使用料条例
・補正予算
　会計年度任用職員人件費、定住促進・少子化対策

令和５年12月定例会

12月議会　主な審議内容

・条例制定１件
課設置条例
・条例改正４件
中井町税条例の一部を改正する条例他３件
・補正予算６件
中央公園野球場エアコン更新、公民館の内装工事等

報告会資料２ページ
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　昨年５月に新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことに伴い、４年ぶりに対面式の報告会
を開催する予定です。（２月17日農村環境改善センター、24日井ノ口公民館）
　また、令和２年度から行っています動画配信についても今年度も引き続き行いますので、そちら
もあわせてご視聴下さい。
　議会報告会では、１年間の議会の動きと、２つの常任委員会からの報告をお伝えします。
　是非、動画配信とあわせてご覧いただきたいと思います。

令和５年度の予算審議
　総額77億54万円となり、一般会計予算43億
4950万円が承認。
　主な新規事業は、インターチェンジ周辺土地利
用では、区画整理組合に公共インフラ整備に対す
る事業費の一部を補助し、中央公園の充実事業では、
遊びの広場への複合遊具の設置等。

主な条例改正
●小児医療費の助成に関する条例の一部改正
　子育て世帯の経済的負担の軽減のため、小児医
療費の助成対象を18歳まで引き上げました。
　　中学生（15歳） ➡ 高校生18歳

●国民健康保険税条例の一部改正
　出産育児一時金の支給額を引き上げました。
　　42万円 ➡ 50万円

令和４年度一般会計補正予算
　中井中央公園で燃料高騰による指定管理者補助
金の増額をしました。（100万円）

　この議会報告会では昨年（令和５年１月～12月）
の議会の活動をお知らせします。

横書き構成ですが、ページ数は議会だよりのものです。

はじめに 15㌻
議会の動き 15㌻
総務経済常任委員会報告 17㌻
文教民生常任委員会報告 19㌻
広聴委員会から（動画QRコード） 16㌻

令和５年度議会報告会資料目次

令 和 ５ 年 度
は じ め に …は じ め に …

議 会 の 動 き

委員長　井 上 泰 弘 委　員　加 藤 久 美
副委員長　尾 尻 孝 和 委　員　関 野 達 夫
委　　員　多 田 　 勲 委　員　石 渡 正 次

議会運営委員会

１月　補正予算

１月・４月臨時会の主な審議内容

・令和４年度一般会計補正予算
妊婦・子育て家庭を経済的に支援する取組みとして応援
給付金を計上。
385万円の追加計上
①妊産婦の方５万円
②出生した子の養育者５万円

４月　補正予算
・令和５年度一般会計補正予算
新型コロナウイルスワクチン特例臨時の接種の延長に伴
う関係経費。
　4,150万円の追加計上
①新型コロナワクチン関係人件費516万円
②新型コロナワクチン関係接種委託料等3,638万円

令和５年３月定例会

３月議会　主な審議内容

・令和５年度予算審議
総額77億54万円、うち一般会計43億4,950万円
インターチェンジ周辺土地区画整理事業、中央公園の複
合型遊具の設置等（賛成９、反対２で可決）
・条例制定１件
　議会関係条例の策定
・条例改正５件
　小児医療費の助成、国民健康保険他
・補正予算（令和４年度一般会計補正他）
　指定管理者への補助金増額等

令和５年６月定例会
６月議会　主な審議内容

・条例改正３件 中井町税条例の一部改正他
・補正予算 コミュニティ助成事業助成金、子育て世帯生活支援
 特別給付金、住民税非課税世帯向け臨時給付金他

報告会資料１ページ
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●空き家活用促進
・空き家バンクの登録促進
・登録前の片づけ費用補助等の拡充を要望

●総合的、計画的な空き家対策への取り組み
・空き家等対策計画の策定を要望

●空き家管理適正化の推進
・空き家にならないための予防対策の推進
➡書き込み式の空き家ガイドブックの作成、
　全戸配布を提案

●鳥獣を寄せ付けない環境づくり
・農家用電気柵の手続き簡素化と補助金の整
備を要望

●ICTを活用した効果的な捕獲方法
・センサーカメラやドローンによる実態調査
やわな捕獲数の向上

●新たな鳥獣処分方法の検討
・微生物をつかった、最終処理システムの調
査研究

　動画配信は、右のQRコードからご覧いただけます。また、その他、動画配信を見ての感想や、
ご意見、ご質問などありましたら議会事務局へメール（gikai@town.nakai.kanagawa.jp）また
はファックス（0465－81－1443）でお知らせください。今後の参考にするとともに、
回答が必要なものは改めて議会だよりやホームページで回答します。
　なお、ネット環境等で動画がご覧いただけない場合、 DVDを貸し出しますので、
議会事務局までご連絡ください。(電話　0465－81－3905)

●効果的な捕獲駆除や補助制度の見直し
➡ 新捕獲駆除方法、電気柵購入補助等の検討

　有害鳥獣対策について
（令和５年６月～）

（調査研究理由）

●鳥獣被害が拡大傾向
➡ 効果的な新たな対策の検討

●地域や農業にとって深刻な社会問題
➡ 迅速かつ的確な手段の提言

●有害鳥獣捕獲総数は増加傾向にある
議 会 報 告 会

令和５年の委員会での【　協議、今後の方向性、町への要望（展望）】

【現状と課題】

所管事務調査研究

議会広聴委員会から議会広聴委員会から

年 有害鳥獣
捕獲総数
30

2014年 49
2012年

2016年 137
2018年 192
2020年 251
2022年 112

令和５年の委員会での【　協議、今後の方向性、町への要望（展望）】

愛川町の視察

藤枝市有害鳥獣減容化施設の視察

報告会資料４ページ
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所管事項…企画課、総務課、環境上下水道課、産業振興課、
まち整備課、会計事務、選挙管理委員会、監査委員、農業
委員会及び議会事務局に関する事項並びに文教民生常任委
員会の所管に属しない事項

①自宅前降車方式の継続
・令和４年10月から始まった実証運行の継続

②小回りの利く小型バスへの更新
・狭隘道路対策、近く車両の更新時期

③路線バスのフィーダーバスとして位置付け
・乗り継ぎ場所に休息所とトイレを設置くつろぎ
の場所提供

④循環型への一部導入の検討
・曜日、地区、時間を決め、予約なしで巡回運行

⑤乗り合いオンデマンドタクシーへの転換の検討
・自宅から目的地にドアツードアの実現

⑥自家用有償運送の検討
・自家用有償旅客運送の規制緩和から新たな公共
交通の追求

●空き家数は2021年時点で131軒
➡増加傾向

●令和４年「空き家等の実態に関するアンケー
ト調査」から
・空き家所有者は費用の助成を求めている
・建築後40年以上、空き家になって10年以
上の建物
・空き家バンクの利用数が少ない。（過去6件）
・町への相談数も少ない

　今後の交通システムについて

●議会では、専門的な審査が行えるよう、町の仕事を２つに分け、２つの常任委員会が担当しています。
　議案や請願、陳情の審査を付託される他にも、それぞれの所管事項を調査研究しています。
●議会中に付議された案件は閉会中に審査することも可能です。
●議員は少なくとも１つの常任委員会に所属しなければなりません。

（令和３年６月～令和５年３月）（調査結果）

　町に決議書を提出　（令和５年３月議会）

　多様化、高度化する町民ニーズに応え、多くの町
民に喜ばれる交通システムの構築を要望

　空き家対策について
（令和５年６月～）

（調査研究理由）

●少子高齢化、核家族化の進展に
より、住んでいる人が亡くなると空き家になる
➡ 地域の景観や生活環境が悪化

●中井町も例外でなく町の抱える課題
➡ 早急で効果的な対応の検討をしていく

令 和 ５ 年 度

総務経済常任委員会報告
委員長　多 田 　 勲 委　員　古 宮 祐 二
副委員長　関 野 達 夫 委　員　井 上 泰 弘
委　　員　武 井 一 紀 委　員　森 　 丈 嘉

総務経済常任委員会

要望まとめ

【現状と課題】

令和４年度のまとめ

所管事務調査研究

常任委員会からの報告常任委員会からの報告

報告会資料３ページ
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●町の計画に沿い、建替えではなく、大規模改
修を行いながら現在の給食センターを維持す
る。

●「学校給食衛生管理基準」が明確に位置付け
られているため、適切に衛生管理に努める。

●今後策定される教育ビジョンの中で給食セン
ターについての議論を入れ込み、改修の具体
化を示すことを要望。

●災害時での活用。高齢者世帯への給食提供な
ど、新たな給食センターの活用なども検討。

少子化による将来の中井の教育の在り方

教育ビジョンを策定
（学校の在り方を検討 令和５年～７年の３年間）

施設の在り方

給食センターの在り方

協議会の開催（教育委員会）

昭和49年 給食センター建築

昭和57年 増改築

平成19年 大規模改修（築33年経過）

令和元年 長寿命化計画策定

令和４年 耐震診断

令和５年 耐震補強工事設計業務委託

令和６年 耐震補強工事予定

令和９年 大規模改修予定

●二宮町学校給食センター

●大井町学校給食センター

中井町学校給食センター

議 会 報 告 会

【建物の経緯（ハード面）】

【委員会での協議内容、進捗状況、町への要望】

【教育の今後（ソフト面）】

【視　察】

報告会資料６ページ
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●老朽化
　昭和50年の建設から築48年経過。施設内の
床や壁などの傷みが見られる。現状耐震補強は
されていないが、令和５年度耐震補強工事実施
計画業務委託費1,656千円が予算化。

●学校給食衛生管理基準
　文部科学省が掲げる「学校給食衛生管理基準」
を満たしていない。
　努力義務ではあるが、対応できていない状況。
（汚染区・非汚染区の区分け、ドライシステム
の導入、作業動線の確保、温度管理）

●対象者が複雑な制度を理解しないまま登録申請が
開始されたこと。

●物価高騰など経済安定が図れない中、小規模事業
者のみならず、小規模農家も対象になることから
町内実情を踏まえ、延長、見直しが必要。

●対象者が複雑な制度を理解しないまま登録申請が
開始されたこと。

●物価高騰など経済安定が図れない中、小規模事業
者のみならず、小規模農家も対象になることから
町内実情を踏まえ、延長、見直しが必要。

※ドライシステム：国は平成２１年の法改正で排水処理

で排水管処理とするドライシステムへの改修をさだめて

いる。（それが不可能な場合はと当面の間はドライ運用

を許可）本町の給食センターは現在「ドライ運用」です。

エアコン設備がなく、簡易空調であるため、基準室温、

湿度調整が困難。床が濡れることで高温多湿な状態。

所管事項…地域防災課、税務町民課、福祉課、健康課及び
　　　　　教育委員会に関する事項

　学校給食センター第１条「学校給食が児童及び
生徒の心身の健康な発達に資するものである」

●児童・生徒へ安心で安全な給食の提供

●調理員にとっての安心で安全な就労環境の確保

所管事務調査研究
学校給食センターの現状と課題について

●インボイス制度を考えるフリーランスの会より議
会議長に提出される。

●６月６日の本会議で当委員会に付託され、その後、
委員会で審議される。➡ 採択

１「中井村震災紀念誌の再版を求める要望書」を提出
　関東大震災より100年。震災の記録を後世へ繋ぎ、
減災に繋がるよう要望。
➡ 令和５年度「中井村震災紀念誌」の製本費
627,000 円が予算化

２「地域集会施設の現状と今後に関する決議書」を提出
　中村下会館が地域住民にとってより良いものとな
るよう求めた。
➡ 令和５年１２月議会で「地域集会施設（中村下
会館）施設廃止に係る条例改正」が提出された
が反対多数により否決。

※否決理由：施設取り壊し後の計画が示されていない。
議会からの決議書に対する回答が得られていない。

令和４年度提出された要望書・決議書の報告

陳情第１号
「国に対し適格請求書等保存方式（インボイス制度）
　の延期・見直しを求める陳情書」

賛成全員で可決　関係機関に意見書を提出

令 和 ５ 年 度文教民生常任委員会報告

委員長　加 藤 久 美 委　員　相 原 晃 一
副委員長　尾 尻 孝 和 委　員　石 渡 正 次
　委　員　曽 我 尚 人 委　員　岸 　 光 男

文教民生常任委員会

中井町学校給食センターの課題

【採択理由】

報告会資料５ページ

第206号　なかい議会だより－ 19 －



✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷✷

　
７
日　

文
教
民
生
常
任
委
員
会

15
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
視
察

　
　
　

（
愛
川
町
）

16
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

秀
峰
会
意
見
交
換
会

17
日　

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

27
日　

臨
時
議
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

５
日　

定
例
会
本
会
議

６
日　

定
例
会
本
会
議

７
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　

文
教
民
生
常
任
委
員
会

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

定
例
会
本
会
議

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

18
日　

議
会
広
聴
委
員
会

19
日　

郡
町
村
議
会
議
長
会
広
報

　
　
　

委
員
会
研
修
会

26
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

９
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日　

郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員

　
　
　

交
流
研
修
会

12
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
視
察

　
　
　

（
静
岡
県
藤
枝
市
）

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

臨
時
議
会

17
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

18
日　

議
会
全
員
協
議
会

　

私
は
、
中
村
地
区
に
住
ん
で
50
余
年
に
な
り
ま
す
。

　

だ
い
ぶ
様
変
わ
り
し
て
来
て
は
い
ま
す
が
、
住
む
に
は
本
当
に
良
い
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
車
さ
え
あ
れ

ば
何
の
支
障
も
無
く
出
掛
け
ら
れ
る
便
利
な
町
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

た
だ
、
中
井
町
の
中
心
に
あ
る
役
場
周
辺
が
あ
ま

り
に
寂
し
く
も
う
少
し
賑
や
か
さ
が
欲
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
や
は
り
町
の
中
心
が
賑
や
か
な
方
が
、

魅
力
的
な
気
が
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
村
地
区
に
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
な
ど
、

自
然
を
生
か
し
た
遊
戯
場
や
道
の
駅
を
造
り
、
ど
ん

ど
ん
人
を
集
客
し
て
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り
を
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
五
類
感
染
症
に
な
り
人
が
集
ま
る
規
制
が
撤
廃
さ
れ
、

や
っ
と
通
常
通
り
の
新
年
が
迎
え
ら
れ
る
と
思
っ
た
矢
先
に
、
能

登
半
島
地
震
と
い
う
大
き
い
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
の
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る
と
共
に
、
一
刻
も
早

く
日
常
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
お
祈
り
し
ま
す
。

　

災
害
時
の
被
害
を
抑
え
る
に
は
日
頃
の
事
前
準
備
が
重
要
で
す
。

水
・
食
料
の
備
蓄
、
危
険
箇
所
の
確
認
、
避
難
経
路
・
避
難
場
所

を
決
め
て
お
く
な
ど
災
害
が
起
き
る
前
に
準
備
し
て
お
く
事
に
よ

り
、
災
害
時
の
混
乱
・
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
改
め
て
災
害
時
の
準
備
を
し
て
お
く
事
が
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

12
月
議
会
で
は
中
井
町
地
域
集
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
か
ら
中
村
下
会
館
の
項
を
削
る
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
利
用
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
の
取
り
壊
し
に
は
反
対

と
い
う
意
味
で
の
否
決
で
す
。

　

町
長
曰
く
、「
活
動
あ
り
き
人
あ
り
き
」
と
言
う
こ
と
な
の
で

少
し
で
も
早
く
町
民
か
ら
の
意
見
を
聴
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
町
民
に
と
っ
て
有
益
な
答
え
が
出
さ
れ
る
事
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
我
）

　議会や町政について知りたいこと、ご意見をお寄せ下さい。個別の回答のほか、

議会だよりやホームページでも公開することがあります。広聴ご意見箱と書いて、

郵送やご持参、またはファクシミリ0465（81）1443まで

お送りいただくか、右のQRコードでお寄せください。

　個別の回答が必要な場合はお名前や連絡先を明記して下さい。

　

議
会
の
う
ご
き

12　

月

11　

月

１　

月

委員長　古 宮 祐 二 　　委　員　武 井 一 紀
副委員長　相 原 晃 一 　　委　員　関 野 達 夫
委　　員　曽 我 尚 人

町民の声編集後記 久 次 洋 一　さん
（半分形）

議会だより編集委員

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか 次回の定例会は

３月５日（火）　開会予定湘南ケーブルテレビ（102チャンネル）生放送

広聴ご意見箱

「広聴ご意見箱」受付中「広聴ご意見箱」受付中

ひさつぐ よういち

発　行　中井町議会
編　集　議会だより編集委員会

－ 20 －令和　６年２月１日発行

住　所　〒259−0197　神奈川県足柄上郡中井町比奈窪56
電　話　0465−81−3905  FAX 0465−81−1443　E-mail :gikai@town.nakai. kanagawa. jp


